
【概況】
平成２５年は、現在までに３１個の台風が発生し、うち６個の台風が近畿に接近した。
なかでも９月に発生した台風１８号が最も大きい出水となった。
◆平成２５年度の出水期において、風屋ダム・池原ダムの暫定運用基準に合致した出水は、
台風４号、台風１８号、台風２６号及び台風２７号の４出水であった。

◆猿谷ダム試行運用の事前放流基準に合致した出水は、台風１８号出水のみであった。

ダムの運用改善の試行状況

※熱帯低気圧・温帯低気圧の期間を含む

台風名 発生期間
ダム運用改善の試行（基準）

猿谷ダム 池原・風屋ダム

台風３号 6月7日～16日 × ×

台風４号 6月19日～23日 × ○

台風１７号 8月31日～9月5日 × ×

台風１８号 9月12日～20日 ○ ○

台風２６号 10月9日～18日 × ○

台風２７号 10月16日～26日 × ○

○：基準に合致 ×：基準に不一致
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１．試行運用の内容

事前放流操作における目標水位

（注）426mは、クレスト頂
425.5mに最低限の放流能
力を考慮して設定。

436m
常時満水位

430m

426m

かんがい期

出水期

6/1 6/15 7/1 7/15 8/1 8/15 9/1 9/15 10/1 10/15 11/1 11/15

事前放流の目標水位管理目標水位

425.5m
クレスト頂

試行運用期間は、これまで大きな洪水が発生している、9月1日から10月31日とし、
利水への影響の無い範囲で目標水位を設定する。
■管理目標水位

9月1日から9月15日の間については、426mを管理目標水位として運用することで
空き容量を確保する。なお、8月においては、9月1日に426mに擦り付けるため、水
位低下を図るように運用する。
■事前放流の目標水位

9月16日から10月31日の間については、洪水量1,000m3/sを超える洪水が予想さ
れる場合、426mを目標に事前放流を行うことで、空き容量を確保する。

１.１ 試行運用期間と目標水位
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１．試行運用の内容

試行運用での操作

426.0m

洪水量 1,000m3/s

洪水初期にため込み

水位上昇

ゲート全開（自由越流）

放流量

流入量

貯水位

洪水ピークに達した後は、一定量放流を基本とする

・洪水時にはクレストゲート全開に
よる自由越流（フリーフロー）により
放流量の低減を行うものとする。

・全開放流後、流入量がピークに
達した後は、残容量を確認の上、
ピーク流入量時点の放流量による
一定量放流を行う。

・なお、この操作では、昭和32年の
ダム完成後最大の洪水であった
昭和34年9月洪水（伊勢湾台風）
において、確保された空き容量を
概ね使いきることになる。

１.２ 放流量低減操作の方法
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常時満水位：436.0m

クレストゲート敷高：425.5m

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

06/01
00:00

06/11
00:00

06/21
00:00

07/01
00:00

07/11
00:00

07/21
00:00

07/31
00:00

08/10
00:00

08/20
00:00

08/30
00:00

09/09
00:00

09/19
00:00

09/29
00:00

10/09
00:00

10/19
00:00

10/29
00:00

流
量

(㎥
/
s)

392

396

400

404

408

412

416

420

424

428

432

436

440

貯
水

位
(m

)

流入量 全放流量

分水量 貯水位

平成25年の出水状況

0

15

30

45

60

雨
量

(m
m

/
h
r)

雨量(mm/hr)

２．平成25年度の出水状況

・本年度の出水では、台風18号において、流入量が洪水量1000m3/sを超えた。その他、6
月の前線性、9月の台風17号が比較的流入量の大きな出水であった。
・平成25年の台風18号のピーク流入量は既往第3位の規模であった。

前線性
最大流入量：234m3/s

２.１ 平成25年度の出水状況

台風18号
最大流入量：1403m3/s

台風17号
最大流入量：483m3/s
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常時満水位：436.0m

クレストゲート敷高：425.5m
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２．平成25年度の出水状況と貯水池運用状況

２.２ 台風18号時の操作概要

・初期水位は試行運用の管理目標水位である426ｍ程度であり、事前放流を実施す
る必要はなかった。
・洪水初期は、空き容量を活用し、ダムへの流入量が最大となるまで貯留することで
放流量の軽減を行い、下流への負担を軽減した。
・流入量の低減を確認した後、一定量の放流を実施。ダムからの放流量を55m3/s低
減し、風屋ダムへの総流入量を約７００万m3低減した。

洪水時の初期水位は426m程度で
ある。この期間は事前放流の実
施時期ではない。

流入量が最大と
なるまで貯留

流入量の低減を確認し
た後、一定量放流

最大流入量1403m3/s
最大放流量1348m3/s
放流量との差：55m3/s

約７００m3を貯留
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３．風屋ダムへの影響

３.１ 猿谷ダム・風屋ダムの概要
・猿谷ダムの流域面積は
203.7km2（洪水時）、風屋
ダムは概ね3倍の660km2

であり、両ダムは河川延
長で31km程度離れてい
る。

・猿谷ダムの下流にある風屋ダムにおいては、平成２４年度からの運用改善に
より新たに400万m3を確保している。
・上下流の関係にある風屋ダムへの影響について検討を行った。

○風屋ダムへの影響の検討

猿谷ダム

風屋ダム

約３１km
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３．風屋ダムへの影響

① 事前放流の到達時刻
事前放流による風屋ダムへの流入量は、洪水発生前（1,500m3/s）に低減しており、

ピーク流入量に影響は与えていない。

② 事前放流の到達流量

事前放流による風屋ダムへの流入量は、残流域からの流入量とあわせても洪水流量
(1,500m3/s)は上回っていないが、降雨によっては事前放流により洪水発生となる可能
性がある。

③ 事前放流による下流河川への影響
事前放流によって、ダム下流は大きな二山波形になり、放流警報について注意する

必要がある。

④ 事前放流による貯水位への影響
猿谷ダムと風屋ダムの放流曲線の違いから、風屋ダムの貯水位が上昇する場合があ

る。（※H21.10洪水で3cm程度、H23.7洪水で5cm程度）

⑤ 洪水時の放流量低減操作の影響
猿谷ダムの事前放流と洪水時操作によって、風屋ダムへのピーク流入量は低減する。

３.２ 風屋ダムへの影響（概要）

猿谷ダムにおける事前放流や放流量低減操作のシミュレーション結果と、流
出モデルを用いて、風屋ダムへの流入量等を算出した。その結果、以下の内
容が得られた。



３．風屋ダムへの影響

３.３ 改善策の検討

9

内容
操作が必要

なダム
利水への影

響
ダム操作への影響 評価

案① 猿谷ダムの初期水位低下
風屋ダムの貯水位上昇が生じ
ない放流能力になるまで、あら
かじめ水位を低下させる。

猿谷ダム 影響大 なし ×

案②
猿谷ダムの「放流の原則」の変
更

猿谷ダムの「放流の原則」を風
屋ダムに合わせる。

猿谷ダム なし
下流の河川利用者に対する混乱
が生じることが否定できない。

△

案③ 同時操作
猿谷ダムの事前放流と同時
に、風屋ダムが放流を開始。

風屋ダム なし

放流開始までに、関係機関への
放流通知・河川巡視が必要であ
り、両ダムの放流開始を合わせる
ことは困難。

×

案④ 風屋ダムの放流調整
事前放流の実施期間内で、放
流量を調整する。

風屋ダム なし

新たな空き容量を確保するための
過放流ではないため、可能な限り
このような操作を回避する必要が
ある。

△

二山波
形の改
善策

案⑤ 事前放流のピーク流量変更
最大放流量を
1,000m3/s→500m3/sする。

○ なし なし ○

項目

風屋ダ
ムの貯
水位上
昇改善

策
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４．情報伝達の改善に関する取り組み状況

流域平均雨量 流域累加雨量

貯水位 流入量・放流量

9月台風16号時に配
信した猿谷ダム情報

・平成24年7月より、ケーブルテレビを経由して、ダム流域での降雨量や貯水位、
流入・放流量等の情報を発信している。

４.１ 平成24年度から実施している情報提供
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４．情報伝達の改善に関する取り組み状況について

情報板表示

回転灯１個点灯

500m3/s未満の

放流

回転灯２個点灯

500m3/s以上

1000m3/s未満

の放流

回転灯１個点灯

1000m3/s以上

の放流

情報板 １箇所設置

回転灯 ３箇所設置

回転灯

４.２ 本年度から実施している情報提供

・平成25年度より宇井地区において情報板及び回転灯を設置し、放流量の情
報を表示している。
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